
職務経歴書の記載上の注意事項  

 

１ 受験番号 

・ 受験番号については、空欄にしておいてください。 

 

２ 学歴 

・ 高等学校卒業から最終学歴までを上から順に記載してください。 

 

３ 職歴（受験案内記載の受験資格をよく読んで、記載してください。） 

・ フルタイム勤務の社員・職員（正規・非正規は問いません。正規職員と週当たりの勤務時間が同

じ勤務形態で就業している人が該当します。）として、６か月以上勤務した経歴を古い順に記載

してください。 

・ 同一勤務先で部署名が変更になった場合は、担当業務が変更になった場合のみ、別の欄に記

載してください。担当業務が同じで部署名のみが変更になった場合は、職務経歴を通算して記

載してください。（旧部署名は括弧書きで記載してください。） 

・ 在職期間は、勤務予定日まで記載してください。 

・ 産前産後の出産休暇以外の事由で在職中に３か月以上職務に従事していない期間（育児休業

等）がある場合は、その期間を在職期間から除きます。この場合、同一の勤務先であっても、そ

の除いた期間の前と後で勤務先欄を分けて記載してください。 

・ 在職期間は、月初から月末までを１か月と換算し、１か月未満の端数がある場合は、その端数を

合算して、30 日をもって１か月と換算します。さらに１か月未満の端数が生じたときは、これを１か

月とみなします（以下の【合算の考え方】を参照してください。）。 

【合算の考え方】 

   ・パターン①：Ａ病院の在職期間が３年と１０日、Ｂ病院の在職期間が７年１１か月と２０日の場合 

            １０（日）＋２０（日）＝３０（日） → １か月 

   ・パターン②：Ａ病院の在職期間が３年と１０日、Ｂ病院の在職期間が７年１１か月と２１日の場合 

            １０（日）＋２１（日）＝３１（日） → ２か月 

・パターン③：Ａ病院の在職期間が３年と２０日、Ｂ病院の在職期間が７年１１か月と４１日の場合 

            ２０（日）＋４１（日）＝６１（日） → ３か月 

・ 「通算在職期間」は、まず各勤務先の「在職」欄に記載した「年」と「か月」をそれぞれ合計し、

（Ａ）欄に記載してください。次に「在職」欄に記載した「日」を合計した値と、それをもとに前記に

より月換算した値を（Ｂ）欄に記載してください。最後に（Ａ）と月換算した（Ｂ）の値を合計し、（Ａ）

＋（Ｂ）欄に記載してください。（Ａ）欄及び（Ａ）＋（Ｂ）欄において、「か月」の合計が１２以上とな

った場合は、「年」に換算してください。 

・ その他の記載にあたっての注意点は、職務経歴書の記載例を参考にしてください。 

 

４ 資格、免許、業績・受賞歴、論文、特許等 

・ 資格、免許以外のものは、その内容について記載してください。 

 

５ その他 

・ 黒又は青のインクかボールペンでハッキリと記載してください。 

・ 記載欄が足りない場合は、複数ページに分けて記載してください。また、２枚目以降にも氏名を

記載してください。 

 

 

≪その他不明な点は、神奈川県健康医療局総務室総務グループまでお尋ねください。≫ 

 

 

【問合せ先】 

 神奈川県健康医療局総務室総務グループ 

 〒231-8588 横浜市中区日本大通１ 電話 045-210-4618 


